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あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM   2019. 5 月号

イベント名 内　容 開催時間 参加費 会　場

サメの歯化石のレプリカを作ろう
巨大なサメの歯化石のレプリカを作ります。各回先着
15 名、午前 9時から受付。

10:00 ～ 10:50
11:00 ～ 11:50

無料 科学教室

むかしの子ども遊び
竹馬、大山独楽、端午の節句飾りの折り紙、お手
玉などの遊びを体験しましょう。

10:00 ～ 12:00 無料
屋外展示場

民家

太陽黒点を見よう（曇雨天時中止） 望遠鏡で太陽を投影して黒点を観察します。
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

無料 屋上

水ロケットを打ち上げよう
水を勢いよく噴射して、前に進むロケットを打ち上げ
ます。

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

無料 屋上

はくぶつかん　クイズラリー
展示の中にかくれたクイズを解いてゆくアドベン
チャーツアーです。

10:00 ～ 15:30 無料 常設展示室

鳥のステンシルカードで遊ぼう はく製を見ながら鳥のカードに色をつけます。
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

無料 講堂

プラネタリウム
こどもフェスタスペシャル

大学生のお兄さんお姉さんが特訓をして
子ども向けにその日の夜の星空や星座について
プラネタリウムで紹介します。
毎回、内容が変わります。
午前 9時から3 階で整理券を配布します。

10:00 ～ 10:30
11:00 ～ 11:30
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 14:30
15:00 ～ 15:30
16:00 ～ 16:30

無料 プラネタリウム

おはやしたいこ体験
（雨天中止）

太鼓を叩いてお祭りムードを盛り上げよう。 11:00 ～ 12:00 無料 中庭

博物館ぶたいうら
たんけんツアー

収蔵室などのバックヤードを学芸員が案内します。
11:00 ～ 11:30
14:00 ～ 14:30
16:00 ～ 16:30

無料 館内

なつかしの民具体験
わら細工をしたり、さおばかりで重さを量ったり、天
秤棒で荷物を運んだりします。

13:30 ～ 15:00 無料 屋外展示場

小さいけど偉大な
プチ化石実物図鑑つくり

丹沢産の有孔虫化石を含む石灰岩で実物標本を作り
ます。各回先着15 名、午後 0時 45 分から受付。

13:30 ～ 14:20
14:30 ～ 15:20
15:30 ～ 16:20

100 円 科学教室

郷土かるた大会
「ひらつかふるさと歴史かるた」をはじめ各地区で
作成された郷土かるたで遊びながら、市域の自然
と文化を学びます。

14:00 ～ 15:30 無料 民家

古代生活体験「火起こし」
マイギリやモミギリを使って、古代人の火起こし
に挑戦します。

14:00 ～ 16:00 無料
屋外展示場

講堂

　国際博物館の日・地質の日記念

博物館こどもフェスタ２０１９

ゴールデンウィークの最終日は、 博物館で一日たっぷりとお楽しみください。

日時：５月６日（月）午前 10時～午後4時30分 
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星を見る会 「月を楽しもう」

昨年度に新たに市民の皆さんよりご寄贈いただいた民俗・歴史分野の資料を紹介します。 

＜展示予定資料（一部）＞ 

【明石町 伊藤幸子氏寄贈】明治 11 ～ 21 年の平塚学校証書、高等平塚小学校手帳等

【横浜市 磯部祐司氏寄贈】馬入の旧宅に残されていた投網、炭火アイロン・コテ等

【大島 守屋百合子氏寄贈】センバコキ、昭和初期の三々九度の盃と銚子、提灯等

【松風町 石塚正巳氏寄贈】第二海軍火薬廠工員養成所第 21 期見習課工員修業記念アルバム

【四之宮 吉川裕子氏寄贈】愛国日の丸

新着資料展 ～民俗・歴史～
寄贈品コーナー展示

会期：5月 11日（土）～ 6月 2日（日）

守屋家には稲の籾や麦の実を扱き落
とすセンバコキが 3 点残されていた。
三代前の当主の名が墨書されている。

　今年度２回目となる 「星を見る会」 では、 月をトコ

トンお楽しみいただきます。 大きな望遠鏡で見る月は

迫力満点！　人類が５０年前に足跡を残した、 最も

身近な天体である月を思う存分お楽しみください。

燻
くんじょう

蒸 作業のため休館します　　【期間】６月４日（火）～１４日（金）
博物館資料の防虫・防カビのための燻蒸作業に伴い休館します。

博物館をご利用の方にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

日　時：５月１７日（金）　午後７時～午後８時３０分
参　加：当日受付　無料
※悪天候時は中止です。実施の可否は午後 5 時に判断をします。

自然教室「平塚海岸」
　海岸の植物を観察しながら砂浜を歩きます。

　日時：5月18日（土）午前 9時30 分～午前11時 30 分
　場所：平塚海岸
　定員：15 名（応募多数時抽選）小学生以下は保護者同伴
　　　　のこと。
　

画像は左から、ハマダイコン、ハマエンドウ、コウボウムギ雄花（いずれも平塚海岸 4～5月に撮影）

参加：往復はがきまたはＥメール：muse-event@city.
hiratsuka.kanagawa.jp に行事名、住所、氏名、電話
番号を記入し、5月10日（金）（消印有効）までに申込み。
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プラネタリウム特別投影

　今年度で 6 回目を迎える「親子ほしぞらタイム」。小学生以下のお子さんをお連れの
お母さんお父さんは、５月１1 日（土）から７月１3 日（土）まで（６月 8 日をのぞく）毎
週土曜日午前１１時の回のプラネタリウム幼児向け投影の観覧料が無料となります！
　幼児投影はお話ししたり泣いてしまったりしても大丈夫☆小さなお子さんのプラネタ
リウム・デビューにもピッタリです。これを機会に、お子さんとプラネタリウムを見に来
てみませんか？

親子ほしぞらタイムがはじまります！

　彗星のこどもゴエモンはオールトの雲から太陽に向かう旅に出ます。土星や木星、小惑星帯と出会いながら

旅を続けるゴエモン、太陽に近づくとその姿が…！？　いったいゴエモンはどうなってしまうのでしょうか。ぜ

ひ皆さんでゴエモンの旅を応援してくださいね！

今年のお話は…

＜投影情報＞
日　時：５月１１日（土）～７月１３日（土）の毎週土曜日　午前１１時～　 ※６月８日（土）は投影なし
観覧料：２００円（１８歳未満６５歳以上無料・６５歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください）
　　　   ※小学生以下のお子さんをお連れの保護者の方無料（親子ほしぞらタイム期間中のみ）
　　　   ※観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、投影開始 10 分前までに３階にお越しください。
　　　　※「すいせいゴエモンのぼうけん」は８月～令和２年３月の第２・第４土曜日の午前１１時の回でも投影する
　　　　　予定です。

＜投影情報＞
日　時：５月２５日（土）　午後３時３０分～午後４時３０分
観覧料：２００円（１８歳未満６５歳以上無料・６５歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください）
　　　　※観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、投影開始 10 分前までに３階にお越しください。

＜投影情報＞
日　時：５月１９日（日）　午後４時～午後４時５０分
観覧料：２００円（１８歳未満６５歳以上無料・６５歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください）
　　　　※観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、投影開始 10 分前までに３階にお越しください。

すいせいゴエモンのぼうけん

星空音楽館♪

　天文と考古のコラボレーション企画。古代史を騒がせた天文現象をプラネ

タリウムで再現するとともに、当時の人々の星空に対する思いを紐解きます。

これまでに日食（2012 年）、彗星（2013 年）、火星（2018 年）と取り上げて

きました。今年度は 5 月 1 日の改元を記念して、「星空の古代史　～天変と改

元」と題して天変（天文現象）を理由に改元した事例に触れ、当時の星空を

再現しつつ改元のしくみやその背景について解説します。

星空の古代史プラネタリウム特別投影

　クラシック音楽を聴きながら、ゆったりと星空や映像をご覧いただく投影です。星や音楽のお話 (解説 ) は
ちょっと少なめ…とにかくゆったりと星空を眺めたい方向けの投影です。癒しを求めるあなたにピッタリ！
　５月１９日の回は、新元号「令和」を記念して、平成を振り返りつつ、新たな旅立ちにふさわしい楽曲を聴
きながら星空を眺めます。予定曲目は團伊玖磨「祝典行進曲」、J. シュトラウス 2世「美しく青きドナウ」ほか。

日時：５月１１日（土）～７月１３日（土）までの土曜日　
     午前１１時～　   ※６月８日（土）は投影なし

1986 年 5 月に撮影された天変
　　　　　　　　　（ハレー彗星）
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博物館行事カレンダー5月 6月※予定は変更になる場合があります

☆ ： プラネタリウム投影日　　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

プ ： プラネタリウム一般投影　特 ：特別展　寄 ：寄贈品コーナー展示　情 ：情報コーナー展示

5月の休館日：7日、13日、20日、27日、31日

　

■特別展 （会場：平塚市博物館１階特別展示室）

　「民具の物語」　　～ 5月6日（月・休）
　　内容：民具がたどったストーリーを通して、かつての地域の暮らしの
　　　　ようすを振り返ります。
■寄贈品コーナー展示　（会場：平塚市博物館１階寄贈品コーナー）

　　「写真で振り返る平成の平塚」　～ 5月8日（水）
　　内容：平成最後の月を機会に平塚市の平成時代を振り返ります。
　　「新着資料展～民俗・歴史～」　5月11日（土）～ 6月2日（日）2頁参照
■情報コーナー展示　（会場：平塚市博物館2階情報コーナー）

　ポスト企画展「平塚の野鳥写真展」　   ～ 6 月2日（日）　
　　内容：平塚で見られる野鳥を写真で紹介します。

【5月の展示】
　

　○定員：70人　観覧料：200円（18歳未満・65歳以上無料）　
○観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、投影開始10分前までに
３階にお越しください。
○全席自由席です。　○投影開始後のご入場・途中退出はできません。
○65歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください。
☆プラネタリウム一般向け番組「サザンクロスへの旅」（所要50分）
内容：平塚からは見ることができない南天の星空や天体を紹介します。
投影日時：6月2日（日）までの土・日曜日の午前11時（５月11日以降の土曜日午前
11時の回を除く）・午後2時
☆プラネタリウム特別投影「星空散歩」（所要50分）
内容：星空をたっぷりご覧いただく投影です。春の星座（おおぐま座、こぐ 
            ま座など）や北斗七星、のほか、二十四節気について紹介します。 
投影日時：5月5日（日）午後3時30分
☆プラネタリウム特別投影「星空音楽館」（所要50分）　3頁参照
投影日時：5月19日（日）午後4時～午後4時50分
☆プラネタリウム特別投影「星空の古代史」（所要60分）　3頁参照
投影日時：5月25日（土）午後3時30分～午後4時30分
☆親子ほしぞらタイム「すいせいゴエモンの冒険」（所要50分）3頁参照
投影日時：5月11日（土）～ 7月13日（土）の土曜日午前11時の回

【5月のプラネタリウム】

◎春期特別展展示解説
　日時：5月4日（土）午後1時～午後1時50分
　場所：特別展示室

【5月の行事】

プ 特 寄 情
1 水 サ

ザ
ン
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2 木 展示解説ボランティアの会 特別研究室
3 金
4 土 ◎ 春期特別展展示解説 特別展示室 ☆
5 日 ◎ 星空散歩 プラネ ☆
6 月 ◎ こどもフェスタ ☆
7 火 休館
8 水

9 木
石仏を調べる会 特別研究室
古代生活実験室 科学教室

10 金
古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

11 土
東国史跡踏査団 講堂（雨天）

☆
新
着
資
料
展
～
民
俗
・
歴
史
～
（
６
月
２
日
ま
で
）

◎ 天文学入門講座 講堂
12 日 天体観察会　定例会 講堂 ☆
13 月 休館
14 火
15 水 裏打ちの会 科学教室
16 木 展示解説ボランティアの会 特別研究室

17 金
古文書講読会 講堂

◎ 星を見る会 屋上

18 土

地球科学野外ゼミ 野外

☆
お囃子研究会 講堂

○ 自然教室 野外
天体観察会　流星分科会 特別研究室

19 日
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

☆
◎ 星空音楽館 プラネ

20 月 休館
21 火
22 水 民俗探訪会 野外
23 木 石仏を調べる会 講堂

24 金
古文書講読会 講堂
聞き書きの会 特別研究室

25 土

◎ 星空の古代史 プラネ

☆
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
天体観察会　天文学分科会 特別研究室

26 日 ☆
27 月 休館
28 火 天体観察会　太陽分科会 特別研究室
29 水
30 木
31 金 月末休館

プ 特 寄 情
1 土 ☆

2 日
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

☆
◎ 星空散歩 プラネ

3 月 休館
4 火 休館
5 水 休館

6 木
休館

展示解説ボランティアの会 野外
7 金 休館
8 土 休館
9 日 休館

10 月 休館
11 火 休館
12 水 休館
13 木 休館
14 金 休館
15 土 地球科学野外ゼミ 特別研究室 ☆ 太

陽
と
星
の
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き

宇
宙
と
元
素
（
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月
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で
）

ポ
ス
ト
特
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展
「
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具
の
物
語
」（
７
月
７
日
ま
で
）

16 日 ◎ 天文学入門講座 講堂 ☆
17 月 休館
18 火

19 水
裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 講堂

20 木
古代生活実験室 科学教室
展示解説ボランティアの会 特別研究室
神奈川きのこの会 講堂

21 金 古文書講読会 講堂

22 土

東国史跡踏査団 野外

☆
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
天体観察会　天文学分科会 特別研究室

23 日 ☆
24 月 休館
25 火 天体観察会　太陽分科会 特別研究室
26 水
27 木 石仏を調べる会 講堂

28 金
古文書講読会 講堂
聞き書きの会 特別研究室

29 土
お囃子研究会 講堂

☆○ みんなで調べよう 講堂
天体観察会　流星分科会 特別研究室

30 日 ◎ 最新天文学講座 講堂 ☆

▲　
　
　

燻
蒸
の
た
め
休
館　
　
　

▼


